
 

 

 

令和４年度第２回山口県地方薬事審議会 

（書面開催） 

 

 

 

 

 

【議 題】 

 

  第１号 地域連携薬局及び専門医療機関連携薬局の認定状況等について 

 

 

【報告事項】 

・薬学的な健康サポート推進事業について  

・「STOP！大麻！」対策強化事業について 

・献血インフルエンサー育成事業について 

・ＧＭＰ活用型医薬品産業振興事業について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年３月 24 日 

山口県健康福祉部  



 

 

 

【資料】 

 

 

議題１ 地域連携薬局及び専門医療機関連携薬局の認定状況等について（報告） 

- 資料１： 地域連携薬局及び専門医療機関連携薬局の認定状況等について 

 

 

報告事項 

- 報告資料１：薬学的な健康サポート推進事業について 

   - 報告資料２：「STOP！大麻！」対策強化事業について 

    - 報告資料３：献血インフルエンサー育成事業について 

    - 報告資料４：ＧＭＰ活用型医薬品産業振興事業について 

     

   

 

参考 

  - 第８次医療計画等に関する意見のとりまとめ 

    （薬剤師・薬局関係部分を抜粋） 

  - 令和５年度薬務課関係当初予算資料 

 



 

 

 

 

地域連携薬局及び専門医療機関連携薬局の認定状況等について 
 

１ 認定状況に関する報告 
 

認定薬局数（令和５年３月 20日時点） 
 

・地域連携薬局     ：２４薬局（R4年 8月から＋３） 

・専門医療機関連携薬局 ： ２薬局（R4年 8月から変化なし） 

 ※うち１薬局は地域、専門の両方で認定 

〔目標：2035年〕 

地域連携薬局：原則、日常生活圏域(中学校区（154校区）)ごとに１薬局以上  

専門医療機関連携薬局：二次医療圏（８医療圏）ごとに１薬局以上 

  （参考）やまぐち未来維新プラン 

・成果指標：認定薬局の数 70薬局〔目標：2026 年〕 

  

 ＜県内の二次医療圏別の認定薬局一覧＞ 
   無印：地域連携薬局、 【専門】:専門医療機関連携薬局、 【両方】:地域、専門両方で認定 

   ＊ 前回審議会（令和４年８月）から追加のあった薬局（５薬局） 

医療圏 市町 薬局名 

① 岩国 岩国市 渡辺薬局  すずらん薬局 

岩国薬剤師会会営薬局＊ 

和木町 ワキ薬局 

② 柳井 - なし 

③ 周南 下松市 そうごう薬局下松店  そうごう薬局下松中央店＊ 

光市 さくら薬局ひかり店  そうごう薬局光店＊ 

周南市 ココカラファイン薬局周南久米店 

ひまわり薬局大神店  そうごう薬局周南大河内店 

ココカラファイン薬局政所店  

そうごう薬局須々万店＊ 

④ 山口・防府 山口市 イケダ薬局 

防府市 【専門】三栄堂薬局 

⑤ 宇部・小野田 宇部市 そうごう薬局宇部新川店 

⑥ 下関 下関市 【両方】日本調剤下関薬局 

松小田薬局     本村中央薬局        

そうごう薬局長府店 有限会社稗田薬局      

川棚薬局      日本調剤豊浦薬局      

かじくり薬局    そうごう薬局新下関店＊ 

⑦ 長門 - なし 

⑧ 萩 萩市 そうごう薬局萩店 

 

 

 

 

 

 

 

資料１ 



 

 

＜全国の状況＞ 

 

 
 

 

 
  



 

 

 

＜認定薬局を取得した薬局の状況（参考データ）＞ 

 

【地域連携薬局】 

 〇地域包括ケアシステムの構築に資する会議への参加 ＜重複あり＞ 

・介護支援専門員が主催するｻｰﾋﾞｽ担当者会議 

・市町又は地域包括ｹｱｾﾝﾀｰが主催する地域ｹｱ会議 

・退院時カンファレンス 

・その他（医療機関等主催会議） 

：19 薬局 

：19 薬局 

：０ 薬局 

：１ 薬局 

 

〇医療機関への報告・連絡体制、連携実績【実績：月 30回以上】 

・平均 64.6回/月 ＜中央値 40.0 回/月）  

  うち、入院時 0.6、退院時 0.3、 

     外来受診時 18.4、在宅訪問時 45.3 

    

  〇常勤薬剤師の配置【半数が 1 年以上勤務、半数が研修修了】 

   ・平均 常勤薬剤師数 3.5 人 

     うち、１年以上継続勤務薬剤師数 2.4 人 

     うち、研修修了薬剤師数 2.5 人 

 

  〇在宅医療に関する取組の実績【実績：月平均 2 回以上】 

・平均 19.0 回/月 ＜中央値 9.5 回/月＞  

 
 

【専門医療機関連携薬局】 

 

○がん患者数 

 平均 69.5人 

 

○うち、医療機関への報告・連絡患者数【実績：がん患者の半数以上】 

 平均 54人 

  

○常勤薬剤師数【半数が 1年以上勤務、半数が研修修了】 

 ・平均 常勤薬剤師数 5.5人 

   うち、１年以上継続勤務薬剤師数 4人  



 

 

２ 令和４年度の取組 

（１）県民等への周知 

○山口県薬務課ホームページへの掲載 

○県庁エントランスホールでの展示 

○新型コロナウイルス臨時検査所におけるデジタルサイネージによる PR 

        （GW、お盆、年末年始） 

○認定薬局に関する動画「認定薬局を知ろう！」を公開 

 （令和４年３月～ http://www.yama-yaku.or.jp/temp/movie.html） 

○県政世論調査による認知度調査 

＜地域連携薬局の県民認知度＞ 

よく知っている 少し知っている 

言葉は聞いたこ

とがあるが内容

はよく知らない 

この調査ではじ

めて知った 
無回答 

7.0% 14.8％ 21.9％ 51.8％ 4.5％ 

 

（２）薬局への支援 

○医療関係者等で構成する WGを設置し、普及促進に向けた検討を実施 

 WGメンバー：県薬剤師会、県病院薬剤師会、山口東京理科大学 

        山口市基幹型地域包括支援センター、県薬務課 

 会議日程： 

 日程 内容 

第１回 6月 10日(金) ・課題等に関する要件の確認 

・認定取得に関する調査内容検討 

第２回 10月 13 日(木) ・認定取得に関する調査報告 

・地域連携薬局及び専門医療機関連携

薬局の取得に関する課題抽出 

第３回 2月 7日(火) ・取得への課題を踏まえた研修会及び

マニュアルの内容について討議 

 

○研修会の開催概要 

 日  時：令和５年２月 19日（日）9:00～11:45 

  会  場：web開催（Zoom ウェビナー）ホスト会場：県薬剤師会会議室 

 参加人数：138名 

 プログラム 

  ・アンケート調査結果について 

  ・認定薬局について 

  ・地域連携薬局の活動について 服薬フォローアップ・退院時共同指導 

  ・専門医療機関連携薬局～認定薬剤師を取得するための方法について～ 

  ・情報提供の実情について 病院薬剤師の立場から 

  ・地域包括支援センターやケアマネジャーとの連携 

  ・認定薬剤師を取得するための学会発表について 

 

 

 



 

 

 

参加者アンケート（有効回答数：64 件） 

 

  結果概要 

・全ての薬局が認定薬局の取得の参考に「十分なった」又は「ま

あなった」と回答。 

・回答者のうち、64％の 41 人が地域連携薬局の「取得に向けて取

り組んでいる」又は「取得を検討中」と回答 

・回答者のうち、16％の 10 人が専門医療機関連携薬局の「取得に

向けて取り組んでいる」又は「取得を検討中」と回答 

・自由意見では、医療機関との連携に関するトレーシングレポー

トなどへの関心が高かった。 

  

○マニュアル／事例集の作成（作成中） 

     

 

  ・県民の認知度向上のための広報の強化 

  ・在宅業務等の実施のための薬剤師確保を求める声が多かった。 

・医療機関への報告・連絡体制、連携実績（実績：月 30 回以上）の要件を満た

すための取組（トレーシングレポートの活用等）の周知 

 

３ 令和５年度の取組案（〇：継続の取組、●：新たな取組） 

（１）県民等への周知 

○山口県薬務課ホームページへの掲載 

○県庁エントランスホールでの展示 

○県政放送（テレビ・ラジオ）などでの周知 

○「薬と健康の週間」（10 月 17日～24 日）の際の啓発 

●県民が集まる場所でのポスター掲示等による周知 

（２）薬局への支援 

○令和４年度に作成するマニュアル／事例集の周知 

●令和５年度新規事業「地域医療を担う若手薬剤師確保・育成事業」に

よる薬剤師確保対策を推進 

●また、医療機関との連携に関する情報連携研修を実施 

 

（参考）地域医療を担う若手薬剤師確保・育成事業 

 



常務会・理事会 

YP ジャーナル掲載 

認定薬局普及に向けた研修会 報告 

報告者：内田一成 

日時：令和 5 年 2 月 19 日（日）9：00 〜 11：45 

会場：Web 開催（Zoom ウェビナー） ホスト会場：山口県薬剤師会 会議室 

参加人数：138 名 

（敬称略） 

                  司会 山口県薬剤師会 理事 有海 秀人 

 

1. 開会挨拶 9：00〜9：05                  山口県薬剤師会 会長 吉田 力久 

2. 講演                    座長  山口県薬剤師会 常務理事 川上 英宏 

講演 1 9：05〜9：15  アンケート調査結果について        山口県薬剤師会 神谷 浩貴 

講演 2 9：15〜9：35  認定薬局について      山口県健康福祉部薬務課 主任 矢野 理史 

講演 3 9：35〜9：55  地域連携薬局の活動について 服薬フォローアップ・退院時共同指導 

 地域連携薬局 かじくり薬局 中村 光宏 

講演 4 9：55〜10：15  専門医療機関連携薬局〜認定薬剤師を取得するための方法について〜 

専門医療機関連携薬局 三栄堂薬局 西川 直也 

講演 5 10：15〜10：35 情報提供の実情について 病院薬剤師の立場から 

山口県薬剤師会 理事 中村 英治 

・・・・・・・・・・・・・休憩（10 分）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

講演 6 10：45〜11：05 地域包括支援センターやケアマネジャーとの連携 

山口市役所 高齢福祉課 主幹 市瀬 欽子 

講演 7 11：05〜11：25 「認定薬剤師を取得するための学会発表について」－学会発表を始めよう― 

山口県薬剤師会 常務理事 大坪 泰昭 

3. 総合討議 11：25〜11：40 

4. 閉会挨拶 11：40〜11：45                 山口県薬剤師会 副会長 寺戸 功 

 

（まとめ） 

 認定薬局普及促進に向け標記研修会が開催された。認定制度についての制度概要、申請手順、認定薬局

の活動内容や取得までの取り組み、情報提供の実情として具体的な報告事例、地域包括支援センターと

ケアマネジャーとの連携、専門医療機関連携薬局の要件である認定薬剤師取得に向けた学会発表の行い

方など、多岐にわたる内容で認定薬局に対する理解が深まった。また、認定薬局取得に向けては様々なハ

ードルが存在するが地域毎に取り組みが異なるため、事前アンケートで調査した多職種連携や情報提供

方法の実情が報告された。 

 研修会後の事後アンケートでは、多くの薬局が認定取得に向けて取り組んでいるが、複数の課題が存

在することが分かった。今後は、山口県薬剤師会の目標（2025 年度）である地域包括支援センター毎に

1 薬局以上の地域連携薬局、医療圏毎に 1 薬局以上の専門医療機関連携薬局の認定取得に向け、更なる支

援が必要と考えられる。 

 



常務会・理事会 

YP ジャーナル掲載 

ポストアンケート結果（回答総数：６２件） 

○研修会の感想をお聞かせください。       

よかった          ３７人 

 まあよかった        ２５人 

 あまりよくなかった      ０人 

 よくなかった         ０人 

 その他            ０人  

 

○今後の認定薬局取得の参考となりましたか？ 

十分なった         ２６人 

 まあなった         ３６人 

 あまりならなかった      ０人 

 ならなかった         ０人 

 その他            ０人 

 

○地域連携薬局取得の意向をお聞かせください。 

 取得に向けて取り組んでいる １１人 

 取得を検討中        ３０人 

 取得は考えていない     ２１人 

 

 

 

○専門医療機関連携薬局取得の意向をお聞かせください。 

取得に向けて取り組んでいる  １人 

 取得を検討中         ９人 

 取得は考えていない     ５２人 

 

 

 

 

○認定薬局（特に地域連携薬局）取得に向けての課題は何ですか？（最大３つ選択） 

 

 

 

 

 

 

 

その他 

・一人薬剤師のため自由がきかない 

・処方枚数少なく症例がすくない 

・会社への意義説明、理解が得られない 

・小規模薬局の取得が制度上困難 

・報告件数などが目立ってしまい指導対象

にならないか心配 



常務会・理事会 

YP ジャーナル掲載 

○認定薬局に関して来年度以降、取り上げてほしいテーマ（自由回答）※一部抜粋 

・実際の活動内容（３件） 

・既存認定薬局の認定前後で変わった業務内容 

・認定薬局を利用している患者の反応、認定薬局と連携している病院側の評価、医師の見解 

・将来的な認定薬局の重要性、調剤薬局の今後 

・在宅の算定について、無菌調剤研修 

・病院との退院・入院時の連携システム例 

・トレーシングレポート事例（３件） 

・トレーシングレポートの優良事例と悪い事例についても、報告を増やしたことで起きたデメリッ

ト 

・連絡報告と成功共有事例 薬剤師として責務と成功体験の共有 

・医師が薬剤師に求めているトレーシングレポートの内容・要望 

 

○認定薬局に関して、薬剤師会に取り組んでほしいこと（自由回答）※一部抜粋 

・認定薬局取得のための研修会を ZOOM 等で増やして欲しい 

・トレーシングレポートの受け取り窓口の周知 

・多職種への薬剤師の活動のアピール（連携の取りやすい環境作り）、パンフレットの作成など 

・認定薬局の患者の利用の促進 

・認定薬局を取得できる規模の薬局は限られているように感じました。健康エキスパート薬剤師な

ど小さな薬局やへき地でも対応できる取り組みの継続もお願い致します 

・認定薬局の好事例や、現場の声を今回の研修のように毎年やってほしい 

・みんなが参加しやすい多職種会議を開いてほしいです 

・医師に存在を知って貰うための合同研修会 

・国民への周知、経済的サポート、調剤報酬への働きかけ 

・地域連携体制の構築  

 

○認定薬局に関して、県に取り組んでほしいこと（自由回答）※一部抜粋 

・県民や多職種への周知 

・実績数の緩和 

・ZOOM 等で開催するなど、参加しやすい多職種会議を開催してほしい 

・手続きの簡素化と金額も再検討して欲しい 

 



 

 

 

薬学的な健康サポート推進事業について 
 

１ 概要 

 健康維持・増進への取組の支援及び受診が必要な県民を早期に医療につ

なげるため、薬学的な健康サポート※を行う薬剤師の「見える化」を実施 
 

※ 身近な薬局・薬剤師が、学術的な知識、経験などを活かした相談対応、県民が自ら

行う健康管理への助言、受診勧奨などの総合的な支援を行うこと。 
 

県は、医療・健康・保健等から総合的に県民の支援を行う薬剤師を 

「山口県健康エキスパート薬剤師」として登録する制度を令和２年度から開始  

・登録数：255 人（R5.3.14時点） 
 

【参考】地域別の登録状況 

地域 岩国 柳井 周南 山口 宇部 長門 萩 下関 計 

人数 19 11 36 60 55 8 7 59 255 

 

 

２ 令和４年度の取組内容 

○ 薬と健康相談キャンペーンの開催 

山口県健康エキスパート薬剤師等による薬学的な健康サポートの一環と

して、「薬と健康相談キャンペーン」を７月と 10～11 月に開催。 

〔プレキャンペーン〕 

時期：７月 25 日（月）～31 日（日） 

会場：県内４か所のスーパー、エキスパート在籍薬局 

内容：健康測定機器を活用した健康サポート・健康相談座談会 等 

状況：熱中症予防に関するサポート及び健康相談を実施  

      ○スーパーでの健康サポート・相談会：142名 

〔メインキャンペーン〕 

時期：10 月 17 日（月）～11 月 13 日（日） 

会場：海峡メッセ下関、エキスパート在籍薬局 

内容：健康測定・健康相談会、がん検診受診に向けた声掛けｷｬﾝﾍﾟｰﾝ 

最終日に薬剤師ﾌｫｰﾗﾑとして、県民公開講座、健康測定・健康相談 

会、オンライン相談会を開催 

 ○健康測定・相談会：84名 ○オンライン相談会：16 名 
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「STOP！大麻！」対策強化事業について 
 

１ 背景 

・全国での大麻検挙者数は増加の一途で、令和 3 年の検挙者は過去最多 

・県内の大麻検挙者数は、これまで減少傾向であったものの、令和 2年、

3年は激増（R1：4 人 →R2：15人 →R3：24人(R1の 6 倍)） 

・県内の令和 3 年の大麻事犯は 20 代以下が約 80％、全員が初犯 

 

 

 

２ 令和４年度の取組内容、事業内容 

○ＳＮＳを活用した警告動画・画像の配信 

・Twitter 及び Instagram において、隠語等の大麻関連キーワードを検

索・投稿する者等に対し、警告を約 290 万回実施（9月～2 月） 

 

○ＳＮＳを活用した県民調査 

・ＳＮＳ利用者等を対象に、アンケート調査（11 月～12 月）を実施し、

大麻に対する県民意識の実態を把握（回答：1,039件） 

・大麻を使用してみたい人が 17％、購入や使用を誘われた人が 10％ 

・大麻の誘いは繁華街や友人等の家が多い傾向 

 

○事業成果の分析・検証 

・警察、中国四国厚生局等で構成する連携会議において、アンケート調

査結果を分析・検証し、より効果的な抑止対策を検討（2 月 15 日実施） 

・来年度は、ＳＮＳ以外による大麻の誘いに対応するため、従来の取組

に加え、スマートフォンの位置情報を活用し、乱用に繋がる大麻情報

が確認されているエリアへの訪問頻度が高い者に対し、警告を実施 

 

 

（警告動画・画像配信） 

 

 

 

 

 

 

 

大麻の違法性等を強く訴えかけ、大麻乱用を未然に防止 

大麻検挙者の大半が 20 歳代以下で、多くは Twitter 等のＳＮＳを

利用して入手している。ＳＮＳ利用者は急激に増加しており、さら

なる乱用者の拡大が懸念される。 

報告資料２ 

大麻の隠語等を検出 

 動画・画像で警告 

 



 

 

 

献血インフルエンサー育成事業について 
 

１ 背景 

 ・山口県の 10、20 歳代の献血者数は減少傾向が継続していて、将来に渡っ

て血液を確保できるか懸念 

・アンケート結果では、高校生の初回献血のきっかけは、「友人等に誘われ

た」がトップ 

 

 

「背中を押してくれる友人」を育てることが有効 

 

２ 令和４年度の取組内容、事業内容 

○献血インフルエンサーの育成 

・オンデマンドウエビナー形式（動画の視聴）で研修実施 

 

○意見募集、表彰、優秀意見の展開 

〔意見募集〕 

・高校単位で若年層の献血者数を増やすために有効な方法等を検討の上、

意見を提出 
 

〔表彰〕 

・優秀な意見を提出した３校（小野田高校、西京高校、長府高校）を表彰 
 

〔優秀意見の展開〕 

・小野田高校の生徒が、全生徒を対象に、献血の大切さ、知識を紹介する

ためのプリント（献血通信）を作成、各高校へ配布 

・西京高校の生徒が、献血者を対象に、献血に対する不安が取り除けるプ

リント（献血を始めよう）を作成、血液センターが活用 

・長府高校の生徒が献血に関するクイズを作成、薬務課 Web ページへの

掲載や Web ページの QR コードがついた献血ポスターを県内 JR の駅

等で掲示 
 

 

＜献血通信＞    ＜献血を始めよう＞     ＜献血ポスター＞ 
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ＧＭＰ活用型医薬品産業振興事業について 

 産学公連携で山口東京理科大学の薬学生に県内の医薬品製造所所でＧＭＰの研

修を行いました。 

 

  

以上、山口東京理科大ホームページより 

報告資料４ 
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薬剤師確保 

 



  



  

在宅 

 



 

b 



 

新 
地域医療を担う若手薬剤師確保・育成事業 

≪薬務課≫ 
10,400千円 

趣   旨 

県内薬学生が卒業する機を捉え、県内就職から定着後のスキルアップまで一貫した支

援を行う仕組みを構築し、多様化・高度化する医療ニーズに的確に対応できる若手薬剤

師の確保・育成を総合的に推進します。 

事業の概要 

＜一貫した薬剤師確保対策の推進＞ 

○薬剤師確保支援体制の構築 

・関係団体、大学、行政で構成する「薬剤師確保検討チーム」の設置 

・薬剤師の確保・融通に関する調査・検討 

・施設紹介やイベント情報の発信により、地域の病院・薬局とそこで働く魅力を見え

る化する「マッチング・交流プラットフォーム」及び相談体制の整備 

・地域版薬学的サイエンスカフェや病院・薬局体験ツアー、就職説明会の開催など薬

学生と薬剤師の交流促進の支援 

○奨学金返還補助制度の創設 

・急性期等の病院及びへき地薬局に就職する薬学生の奨学金返還を補助 

【募集人員】 病院５名、薬局２名 

【対象期間】 ５年間 

【補助上限】 288 千円／年 

＜多様で高度化した医療ニーズに対応できる薬剤師の育成＞ 

○定着後のスキルアップ支援 

・県共通の人材育成プログラムの作成・展開 

・認定薬局普及研修の実施 
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拡 
薬学的な健康サポート推進事業 

≪薬務課≫  
4,886千円 

趣   旨 

  県民の健康維持・増進への取組の支援及び未病や受診が必要な県民を早期に医療につ

なげるため、総合的に県民に対応できる薬剤師を確保・見える化するとともに、県民自

らの健診結果の活用など新たな取組を通じて相談者に応じた効果的な健康サポートを推

進します。 

事業の概要 

○山口県健康エキスパート薬剤師登録制度 

健康サポート薬局に係る研修等の受講薬剤師を登録・公表し、活動状況等を情報発

信。また、資質向上のため、県薬剤師会、山口東京理科大学、県で研修を実施 

 

○薬と健康相談キャンペーンの展開 

県薬剤師会や事業者と連携した健康相談イベントの開催や健康エキスパート薬剤

師在籍薬局での健康相談会を実施 

 

新新たな健康サポートの取組に向けた対応 

健診結果等の活用に向けた取組を調査し、今後の取組を検討するとともに、勉強会

を開催 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 
「ＳＴＯＰ！大麻！」対策強化事業 

≪薬務課≫ 
2,484千円 

趣   旨 

  県内の大麻乱用者急増の抑制を図るため、ＡＩ技術を活用したＳＮＳの巡回パトロー

ルや、スマートフォンの位置情報を活用した警告等を行います。 

 

 

 

 

 

事業の概要 

○ＳＮＳにおける警告の実施 

ＳＮＳ利用者の投稿・検索状況等を基に、ＡＩが県内の大麻関心層（大麻に関心が

ある者）を検知し、スマートフォン画面へ警告を自動配信 

 

 

 

 

新位置情報を活用した警告の実施 

ＳＮＳ以外による大麻の誘いに対しても幅広くアプローチするため、スマートフォ

ンの位置情報を活用した警告を実施 

 

 

 

 

＜警告イメージ＞  

  

 

 

ＡＩが大麻 

関心層を検知 

＜ＳＮＳで流通している大麻加工品（例）＞ 

大麻ワックス 大麻クッキー 乾燥大麻 

SNS利用者が 

大麻の隠語等を 

投稿・検索 

スマートフォンに 
警告自動配信 

一定期間の 
位置情報収集 

分析 

大麻情報がある 

エリアへの訪問 

頻度が高い者 

スマートフォンに 

警告自動配信 



 

新 
薬工連携医薬品産業強化事業 

≪薬務課≫ 
6,500千円 

趣   旨 

  県内医薬品産業の強化に向け、山口東京理科大学の薬工連携によるデータサイエンス

等を活用した人材育成等を実施するとともに、県内医薬品製造所の生産支援を行います。 

事業の概要 

＜医薬品産業人材の育成・確保＞ 

  ○人材育成 

   ・産学公ワーキンググループにおいて、医薬品製造に関わるＤＸ等の人材育成プロ

グラムを作成 

・薬工連携ＧＭＰカレッジキックオフセミナーの開催 

（山口東京理科大学生向け、製造所従事者向け） 

  ○人材確保 

   ・学生向け県内製薬企業研究セミナーの開催と個別相談体制の整備 

 

＜医薬品生産強化支援＞ 

  ○生産支援 

・輸出医薬品の新規生産に対するＧＭＰ相談支援体制の整備 

・製造所向け説明会の開催 
 

  ※ＧＭＰ：Good Manufacturing Practice の略。高品質の医薬品を安定して製造するために、 

原材料の受入から製品の製造、出荷までの全ての工程を管理する基準 

 

 

 

 

 


